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フォーラム創設 15 周年を迎えて 

前会長 松村直人（三重大学大学院生物資源学研究科） 

 

 早いもので、このたび会長職の任期を無事終えることとなりました。この２年間に皆様から頂戴致

しましたご支援、ご協力に心からお礼申し上げます。微力ながら 8 代目会長として、森林 GIS に関す

る産官学の連携と情報交換の場としての当フォーラムの活動に努めて参りました。 

 15 周年という節目に向かう時期でしたが、松英事務局長をはじめとする運営委員の方々の支援、

また、林野庁担当者各位、会員、賛助会員企業各社の皆様のご協力により、本フォーラムを発展的に

継続させることができました。 

 地域セミナーやミニシンポジウムを香川、福島、北海道で開催しましたが、香川では四国４県から

の参加者、福島でも東北・北関東から、また、北海道では、道内各地からご参加いただき、地域的な

話題についても情報交換できる場を提供できたかと思います。また、GIS/RS セミナーは名古屋大学

山本先生、学生フォーラムは東京大学秩父演習林藤原先生、東京大学露木先生にお世話いただき、成

功裏に終了することができました。改めて御礼申し上げます。 

 情報システムとしての GIS がほぼ全都道府県に導入される「全入時代」を迎えることになり、東京

シンポジウムでは、「森林 GIS の有効活用」をメインテーマに、九州の再造林放棄地の抽出や森林情

報の公開を取り上げてきました。今後ますます「研究面での深化」や「有益な技術情報の発信」が展

開されますよう願っております。この２年間は 15 年を節目として、次の 5 年間、20 周年を目指し

ての活動の方向性を模索する年であったと思います。 

 改めましてニューズレター第 1 号を取り出してみますと、木平初代会長が巻頭言に「発刊の辞」を

寄せております。職業的森林専門家への期待と社会的責任について述べておられ、「行政、経営、研究、

ソフトウェア開発とそれぞれ異なる役割を持つ人々と機関とが共同してGISの技術と経験を共有する

ことにより、森林地理に関する情報を作り、理解することを直接の目的としている」、そして森林保全

の実現と森林専門家の社会的責任を果たすことに貢献することを願うと結んでいます。 

 今年度からは森林総合研究所の佐野真琴副会長が会長職を引き受けてくださることになりました。

運営委員、地区委員も多くの方が交代し、若返った新体制のもと、森林 GIS フォーラムが社会の要請

に応え、ますます発展されていくことを心からお祈り申し上げます。また、今後とも、皆様方のいっ

そうのご支援、ご高配をよろしくお願い申し上げます。 

 

 

 

  

 情報配信の迅速化，省力化を図るため，ニューズレター等をインターネットによる配信に切り替え

ています。また，メールアドレスが変わったなどで連絡を取ることができない会員もおられます。お

手数をお掛けしますが，事務局（info＠ fgis.jp）まで，タイトル「FGISメールアドレス」とし，ご

連絡をお願いします。 

（重要）Ｅメールアドレスをご連絡下さい。 

 



≪行事開催の記録≫ 

第６回森林ＧＩＳ学生フォーラム in 東京大学 

開催日：２００９年１２月１９日（土）13 時～1７時 

場 所：東京大学農学部 7 号館 B 棟 2F231/232 号室 

〒113-8657 東京都文京区弥生 1-1-1 東京大学農学部内 

宇都宮大学 松英恵吾 

 

 森林 GIS の若手研究者育成と交流の場として、森林 GIS 学生フォーラムが企画され、これまで、

2004 年信州大学、2005 年三重大学、2006 年新潟大学、2007 年宇都宮大学、2008 年東京大

学秩父演習林と過去５回開催されている。従来は地方を中心に演習林での宿泊、現地見学を組み合わ

せて開催してきたが、参加大学の固定化もあり本行事の存在を広く周知すること、学生の参加費軽減

を目指し、今回は東京での開催とした。東京大学を会場とし、発表課題は森林 GIS、データベース、

リモートセンシング、画像解析を対象とした。その結果、1１件の発表が行われた。また、今回は東

京開催と言うこともあり、学生のキャリア意識の向上を目指し、賛助会員企業であるパシフックコン

サツタンツ(株)澤野氏に業務に関するご講演を頂いた。 

 当日は東京大学農学部 7 号館 B 棟 2F231/232 号室を使用してフォーラムが開催された。加藤前

会長の挨拶に始まり、大学院生４名、学部生７名の発表が一人 1５分の持ち時間で行われた。発表会

後、聴衆により投票が行われ大学院生部門では、成瀬真理生（信州大学）、村上文美（宇都宮大学）、

学部生部門では高橋悟（信州大学）、宮下沙貴（新潟大学）の計４名が優秀賞に選出された。参加者は

24 名であった。 

フォーラムプログラム 

 

 

次頁以降に受賞者の発表要旨を掲載する。 



構成樹種で見る鳥類の分布傾向の年度間変化 

～信州大学構内演習林を事例として～ 

成瀬真理生・加藤正人（信大農院） 

 

 鳥類の生息状況に森林環境がどのような影響を及ぼしているかを調べる研究の一環として，同条件の森林環境の場合，

年度間によって生息状況に変化が生じるのかを解析した。基本的には分布は変化しないが，なわばりやねぐらを形成す

ると思われる種は，それらの位置が変化するため分布割合が大きく変化すると考えられた。 

キーワード 鳥類，分布，植生分類，GIS 

 

Ⅰ はじめに 

上層木は，森林環境を構成する重要な要素の一つであ

る。生育する樹種によって，森林環境が異なり，他の生

物の生息状況に影響を与えている（１）。鳥類は移動能力

に優れ，それぞれの種が好む環境を選択して生息してい

る。そのため，森林環境に変化がなければその分布は変

わらない。一方，現地調査によって森林環境を把握する

ことには，多くの時間と労力が必要である。そのため，

リモートセンシング技術が注目されている（２）。 

 そこで，本研究では鳥類の分布は年度間で変化しない

という仮説を立て，鳥類調査と画像解析からそれを検証

し，変化があればその理由を考察する。 

Ⅱ 調査 

 調査対象地である信州大学農学部は長野県伊那郡南箕

輪村に位置し，キャンパスを中心に演習林が広がってい

る。標高約770ｍ，森林面積約23haの小面積林地であり，

学校周辺には畑や住宅地が広がっているため，森林性の

鳥類だけではなく，草原性や市街地に生息する鳥類も観

察できる。森林の特徴としては林齢が15～80年と幅広く，

アカマツ・カラマツ・ヒノキ・サクラ類・ユリノキが主

な上層木に挙げられ，ヤマウルシ・カエデ類など広葉樹

が中下層木に生育している。 

 鳥類相の調査は，ルートセンサス法を参考に行い，2007

年５月から2009年３月まで行った。時間は早朝の１時間

で，定期的に計71回の調査をした。調査項目は，鳥の出

現位置・種名・羽数・行動・天気・特記事項である。こ

の調査で得たデータを ArcGIS9.1 によってデータベース

化した（表―１）。 

Ⅲ 解析 

MultispecWin32 を使用し，UCD４Band 画像から教師付

き分類により植生分類図を作成した（図―１）。これは林

地を広葉樹・針葉樹に分類し、森林以外の土地被覆をま

とめて非森林に分類したものである。また，データベー

スから鳥種ごとに出現位置を中心とする半径５ｍ円バッ

ファを作成した。次に，植生分類図を円バッファにより

切り出し，分類項目ごとの面積を計算，百分率を算出し

た（３）。以下，これを分布割合とする。2007年度と2008

年度別に作成・比較することで生息状況を検討。本研究

では夏季（４～９月），冬季（10月～３月）いずれかの期

間で 出現率が 50％以上であった種をデータが十分にあ

る種として計20種を解析した。検討方法として，任意の

基準によるグループ分け(表―２)，各種類の年度間の分

布割合の増減を調べた。 

Ⅳ 結果・考察 

１．グループ分け 

 2007 年度と 2008 年度で同じグループに入った種はキ

ジバト・モズ・カシラダカ・スズメ・ホオジロ・アカゲ

ラ・エナガ・カケス・キセキレイ・ハクセキレイの計 10

種であった（図―２）。同じグループであったということ

から，年度間で生息環境を変えていない種とした。 

２．分布割合の変化 

グループ分けで同一グループに入らなかった残りの 10

種のうち，年度間の分布割合の変化が各項目それぞれ±

10％未満だったものはヒヨドリ・ヤマガラ・シジュウカ

ラ・カワラヒワ・ハシブトガラスの５種であった。植生

分類図の精度が88.5％であったので，10%は誤差の範囲内

と考え，これらの種は分布変化してないものとした。 

３．変化の原因 

 分布割合に大きな変化があった種のうち，クロツグ

ミ・コムクドリ・メジロ・コゲラの４種は，その理由が

繁殖期における行動圏にあると考えられた（４）。これら

の種は構内演習林で繁殖している種であり，調査結果か

ら同一個体が同一場所で観察されていると思われる。各

個体が営巣場所の周囲になわばりを持って生活している

と推測され，これが影響していると考えられた。なわば

りは，隣接する個体との力関係などにより形成されると

ともに，毎年違う個体が飛来する。つまり，年度によっ

て各個体のなわばり範囲が変化する。そのために，分布

割合が大きく変化したと考えられた。 

 次に冬鳥であるビンズイは群れで観察されており，ま

た特定の場所に集中分布していた。その場所は早朝の時

間帯であること，日中には他の場所で観察されたことか

ら考えると，ねぐらであると思われた。2007 年と 2008

年では違う場所をねぐらとして利用していたことで分布

割合が変わったと考えられた。 

 

Mario NARUSE，Masato KATOH（Fac.of Agric.，Shinshu Univ.，Nagano Pref.399-4598） 

Annual change of birds' distribution depend on the forest type.-a case of Shinshu Univ campus forest- 



Ⅴ まとめ 

 本研究で用いた基準では多くの種は年度間によって分

布割合は変化しないことがわかった。また，変化する主

な原因はなわばり関係にあることがわかった。 

 分布割合は，長期的なスパンで見た場合，森林環境の

変化に伴い変動すると考えられる。さらに，面積・地域

などによっても違いが生じると考えられる。 

また，本研究では任意の基準を用いたため，統計手法

などで，定性化できるかが課題である。 
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図―１． 植生分類図 

 

表―２． グループ基準 

クループ 非森林 広葉樹 針葉樹 主な生息環境 

1 20-40% 20-40% 20-60% 草地 

2 0-20% 0-20% 60%-100% 平地林 

3 0-20% 30-50% 30-70% 低地林 

4 0-20% 20-30% 20-50% 山地林 

5 その他の種 水辺 

表―１． 観察種一覧 

  2007 2008   2007 2008 

種名 

 

羽数 

 

出現率 

（％） 

羽数 

 

出現率 

（％） 

種名 

 

羽数 

 

出現率 

（％） 

羽数 

 

出現率 

（％） 

トビ 11 15 3 13 センダイムシクイ 0 0 5 4 

ノスリ 28 40 5 13 キビタキ 16 26 7 21 

サシバ 2 4 0 0 オオルリ 6 6 1 4 

ハヤブサ 1 2 0 0 コサメビタキ 6 9 2 4 

キジバト 111 81 73 88 エナガ 204 55 80 71 

アオバト 31 17 7 21 コガラ 5 6 0 0 

カッコウ 19 28 8 21 ヒガラ 19 21 1 4 

アカゲラ 144 83 71 92 ヤマガラ 113 77 98 92 

コゲラ 104 85 63 88 シジュウカラ 1060 100 722 100 

ヒバリ 2 4 2 8 ゴジュウカラ 0 0 5 21 

ツバメ 61 34 19 21 メジロ 101 68 74 63 

イワツバメ 7 4 0 0 ホオジロ 149 85 83 92 

キセキレイ 52 49 14 38 カシラダカ 94 28 81 38 

ハクセキレイ 39 47 22 46 ミヤマホオジロ 23 11 4 4 

セグロセキレイ 10 13 0 0 アオジ 5 9 2 8 

ビンズイ 50 23 37 29 アトリ 34 6 30 4 

ヒヨドリ 608 98 374 100 カワラヒワ 351 96 252 92 

モズ 42 53 19 38 マヒワ 0 0 22 4 

ヒレンジャク 0 0 14 4 ベニマシコ 0 0 2 4 

ルリビタキ 8 17 5 21 ウソ 0 0 1 4 

ジョウビタキ 13 13 4 8 イカル 23 32 41 50 

クロツグミ 108 57 55 50 シメ 3 4 18 13 

アカハラ 16 17 5 13 スズメ 210 87 206 100 

シロハラ 8 9 11 13 コムクドリ 41 32 32 33 

ツグミ 26 17 40 33 ムクドリ 161 30 49 33 

ウグイス 22 36 4 17 カケス 77 68 65 79 

オオヨシキリ 2 4 0 0 オナガ 30 13 0 0 

メボソムシクイ 3 4 1 4 ハシボソガラス 61 38 54 50 

エゾムシクイ 3 4 4 8 ハシブトガラス 66 60 27 42 

 

 

 

 

図―２． グループ別分布割合データ 

凡例 

■：広葉樹  

■：針葉樹  

□：非森林 

―：調査範囲 



那須野ヶ原地域における森林バイオマス収集システムの検討 
村上文美（宇都宮大農） 

1．はじめに 
栃木県北部に位置する那須野が原地域では、農業団体が水源林を整備する際に発生する林地残材を木質

バイオマス資源として、木質ガス化発電に利用することを、内閣府の平成 20 年度地方の元気再生事業「1000
年の森を育み、エネルギーと食を自給する地域の環境と経済循環可能性調査」で検討している 2）。しかしなが

ら、森林の整備の費用に加えて林地残材を搬出するためには費用がかかるため、林地残材を低コストで搬出す

る作業システムを構築する必要がある。 
そこで本研究では、まず那須塩原市の森林組合の管轄地内に調査地を設け、現状の間伐作業システム（従

来型）と、コスト低減に向けてプロセッサやフォワーダを取り入れた機械導入型の 2 種類の作業システムで那須

塩原市全域における森林バイオマス資源及び間伐、主伐材搬出シミュレーションを行い、平均支出、推定収入

を算出し、費用的に施業可能となる小班の抽出を行った。 
 

2.調査地及びデータの概要 
対象地は栃木県那須塩原市で総面積 59,280ha、森林総面積 38,689ha で森林率 65％である。そのうち国

有林が 24,981ha、民有林が 13,708ha で、本研究で対象とした民有林のスギ、ヒノキ林分はそれぞれ 2850ha、
1103ha、計 3,953ha であり、面積占有率は約 30％である（図－1）。小班数では那須塩原市の民有林は

22,233小班あり、そのうち対象林分であるスギが 7,340小班、ヒノキが 2,521小班と約 44％を占める。対象林分

は戦後の拡大造林の影響から 10～11 齢級が最も多く、33％を占める。北部に山岳部を構えているものの、そ

のほとんどが国有林のため、対象林分の平均傾斜は 10 度と平地林が多い地域である。平地林ということもあり、

路網密度は 48.6m/ha と、高い値を示している。 

 

図－1．樹種分布 
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3.解析方法 
本研究では、直接費用、間接費用、市場経費、育林費、到達林道開設費を考慮した。作業システムは調査に

基づき、チェーンソー伐倒造材後、ミニグラップルで集積、そしてミニグラップルと林内作業車で土場まで集材を

して、トラッククレーンによる荷降ろし・はい積み、最後にトラックによる運材とした。今回はこの従来型に加え、コ

スト低減を目的として、ミニグラップルと林内作業車による集材をフォワーダに、チェーンソー造材をプロセッサ造

材に置き換えた機械導入型についてもシミュレーションを行った（表－2）。また、間接費用では機械運搬費、車

庫等管理費、諸経費、附帯人件費、市場経費では手数料（はい積み料と組合・市場手数料）を考慮した。育林

費はスギ、ヒノキを林齢 50 年までに育成する費用 1）から、栃木県に基づく造林補助金を差し引き、試算した。 
 
表―1．伐採候補地の条件 

 初回間伐 

（切り捨て） 

第 2 回間伐 

（利用間伐） 

主伐 

（皆伐） 

林齢 25～39 40～59 60～ 

伐採率 25％ 35％ 100％ 

搬出率 80％ 111％* 111％* 

バイオマス率 100％ 55％ 25.6％ 

用材率 0％ 45％ 74.4％ 

比重 0.68ｔ/ m3 

※ みかも森林組合バイオマス調査資料、那珂川地域森林計画書を参考 

* 枝条、葉も搬出 

 
表－2．各種機械の経費 

機械 工程 経費(円/ m3) 備考 参考 

チェーンソー 伐倒造材 1,910 【従来型】 那須調査より 

チェーンソー 伐倒 1,011 【機械導入型】 同上 

プロセッサ 造材 891 【機械導入型】 機械化のマネジメントより 4） 

ミニグラップル 

フォワーダ 
集積 250 【両方】 那須調査より 

ミニグラップル 

林内作業車 
集材 (769+0.508Ly)/Ry 【従来型】 同上 

フォワーダ 集材 (590+0.515Ly)/Ry 【機械導入型】 機械化のマネジメントより 

トラッククレーン 

グラップルローダ 
はい積み 303 【両方】 同上 

8t トラック 運材 （0.022Lt+778）/Rt 【両方】 澤口(1996)より 3） 

※ 1）Lt は運材距離、Ly は集材距離、Rt、Ry は容積比率を表している。 

※ 2） 集積はフォワーダも、ミニグラップルも同じとする。 



※ 3） はい積みはトラッククレーンもグラップルローダも同じとする。 

4.結果と考察 
那須塩原市全域に適用した結果、用材搬出と残材搬出を合わせた従来型の費用は平均 25,820 円/m3 で、

最小値は 14,034 円/m3となり、機械導入型では、総費用平均 23,366 円/m3で、最小 11,575 円/m3となった。

このときの総費用における各費用の内訳を従来型と導入型で見てみると、直接費用はほとんど違いがないが、

間接費用の割合が圧倒的に従来型のほうが高いことが分かる（図－2）。 
算出した総費用と、間伐材、主伐材、バイオマス資源の推定収入から経済性評価を行った。間伐材、主伐材

のスギ用材を 11,000 円/m3、ヒノキ用材を 22,000円/m3とし、残材価格は、3,000円/トン、4,000 円/トン、5,000
円/トンの 3 種類でシミュレーションを行った。しかしながら従来型では、残材価格を変化させても収益が得られる

小班は抽出されなかった。一方で機械導入型では、総費用を見込んでもヒノキの主伐対象地で収支がプラスと

なる小班が抽出された（表－3）。この抽出された小班は全てヒノキ林分の主伐対象地だった。 
また、那須野ヶ原事業では、木質バイオマス発電施設が用材として搬出されない残材を土場渡し 1,000 円

/m3 で受け入れることを目標としていることから、バイオマス収穫を自家労働で行うこととして、費用に計上しない

場合も試算した。その結果、従来型では総費用が平均 18,763 円/m3、最小で 7,300 円/m3となり、機械導入型

では総費用が平均 17,133 円/m3、最小で 6,205 円/m3 となった。どちらの作業システムでも小班が抽出され、

すべて主伐及び第 2 回間伐対象地のヒノキ林分だった（表－4）。 
このときの抽出林分を小班面積ごとに見てみると、従来型でも収支がプラスとなる小班が抽出されたが、機械

化によるコスト低減により収支がプラスとなる小班が増加し、その小班は面積が比較的大きいことから（図－3）、
間伐の促進、残材収穫のためには機械化と団地化が必要であることが分かった。今後は現在増加しているスイ

ングヤーダでの全木集材や、グラップルローダ集材の調査、および団地化や路網配置による、森林バイオマス

搬出の低コスト化の可能性の検討を進める必要がある。 
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図－2．総費用収支内訳 
 



 
表－3．抽出林分の内訳 
残材価格 対象地 小班数 面積(ha) 残材収穫量（トン） 小班割合（％） 面積割合（％） 

3,000 円 

初回間伐 0 0 0 0 0 

第 2 回間伐 0 0 0 0 0 

主伐 7 9.5 706 0.14  0.24  

4,000 円 

初回間伐 0 0 0 0 0 

第 2 回間伐 0 0 0 0 0 

主伐 8 9.75 724 0.15  0.25  

5,000 円 

初回間伐 0 0 0 0 0 

第 2 回間伐 0 0 0 0 0 

主伐 14 25.5 1,632 0.27  0.65  

 

表－4．土場渡し考慮時の抽出林分の内訳 
作業システム 対象地 小班数 面積(ha) 残材収穫量（トン） 小班割合（％） 面積割合（％） 

従来型 

初回間伐 0 0 0 0 0 

第 2 回間伐 78 91 3,668 1.51  2.30  

主伐 10 22.75 1,463 0.19  0.58  

合計 88 113.75 5,131 1.70  2.88  

機械導入型 

初回間伐 0 0 0 0  0  

第 2 回間伐 92 97.5 3,889 1.78  2.47  

主伐 61 85 5,056 1.18  2.15  

合計 153 182.5 8,945 2.96  4.62  
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図－3．土場渡し考慮時の抽出林分と小班面積の関係 
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GIS データベースによる斜面方位別の林相の違いについて 
―赤沢自然休養林を対象地として― 

高橋悟（森林計測・計画学研究室） 
キーワード 斜面方位、GIS、赤沢自然休養林、林分構造 
 
1.背景・目的 

 森林を健全な状態を保ちながら長期的に管理していくためには、地形図や森

林区画図などの位置情報と、数多くの属性情報を総合的に見て解析し、管理し

ていく必要がある。しかし、そのためには多くの労力を必要とする。そこで最

近注目されているのが地理情報システム（GIS）である。 
本研究では赤沢自然休養林を調査地とし、斜面方位別ではどのように林相が

変化するのかを GIS データベースを作成し、解析を行った。 
2.調査地概要 

 本研究の調査プロットは、赤沢自然休養林の中でも学術研究路にある「奥千

本」付近にある林相である。そこに100m×100m（１ha）の斜面方位区プロット

を設置した。今回の調査プロットの大きな特徴は、プロットの中心が山頂にな

っており、4隅へ向かうにしたがって標高が低くなっていくことである。調査プ

ロットの3D図を図-1に示す。 
3.GIS 概要 

 GIS には入力・保存・解析・出力の 4 つの機能があり、この 4 つの機能によ

り、様々な形のデータを用途に合わせて効率的に管理することができる。 
4.研究手順 

 研究は①毎木調査②GIS による立木・伐根位置図の作成③Iδ指数の算出（区

画は 10m と 25m で行った）④照度図の作成の順で研究を進めた。 
5.結果 

 GIS による立木位置図を図-2 に示す。調査プロットの林分概況はヒバ 673 本

（53%）、広葉樹 307 本（25%）、ヒノキ 268 本（22%）で合計 1218 本であった。 
GIS による照度図を図-3 に示す。各斜面の平均照度は北西斜面:11.7%、南西

斜面:15%、北東斜面:8.2%、南東斜面:7.4%という結果になった。 
毎木調査結果と Iδ指数を表-1 に示す。樹種別の Iδ指数はヒノキは北東斜面

と南東斜面の 10m では集中分布となった。ヒバ、広葉樹はどの斜面でも 10m
では集中分布となった。その結果から、ヒノキは尾根部と山頂が多く含まれて

いる北東斜面と南東斜面に集中しており、ヒバ、広葉樹はヒノキの隙間に侵入

して生長していると考えられる。 
6.考察 

北西斜面は広葉樹の本数が 1 番多く、広葉樹の平均 DBH が 1 番高いことか

ら、広葉樹が生長し、下層木の更新が最も行われている斜面であると考えられ

る。南西斜面はヒノキの平均 DBH が 1 番高く、林内照度が 1 番高いことから、



良質なヒノキを生育できる斜面であると考えられる。北東斜面は地形的に急斜

面であり、尾根部も多く含まれていることから、1 番樹木の生育条件が悪い斜面

であると考えられる。南東斜面はヒバの本数が 1 番多く、林内照度が 1 番低い

ことから、ヒバの今後の生長具合によって林相が変化する斜面であると考えら

れる。 
7.今後の展望 

 林相は様々な自然の条件に基づいて成り立っている。そのため、斜面方位別

の林相の違いをより把握していくためには、斜面方位別に日射量、土壌状態、

風力などの自然条件をより詳細に調べていく必要がある。 
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図-1 調査プロットの3D図 
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図-3 GISによる照度図 図-2 GISによる立木位置図 



 
新潟県丸潟新田における飛来ハクチョウの分布に及ぼす要因 

新潟大学 生態環境科学コース 宮下沙貴 

 

１． はじめに 

ハクチョウは湖や湖沼を塒とし、日中は水

田で採餌を行っている。採餌の際、どのよう

な水田を好むか等も明らかになっていない。 

2 年前、同研究室の研究によってハクチョ

ウの分布箇所には住宅の位置が関係してい

ると考えられる、ということが報告されてい

る（高安 2006）。この報告は 1 週間の観察だ

ったので、今回は 10 月から 12 月まで観察し

て上記と同じ結論が得られるのか。また、住

宅が関係しているという結論が出せたとき

その中でも特にハクチョウの飛来する箇所

とそうでない箇所には環境の違いがあるの

か。これらの考えを基に生態的な観点から観

察を行い、ハクチョウの主要な分布域とその

要因を確立していくことを本研究の目的と

する。 

 

２． 調査地と調査・解析方法 

１）調査地 

新潟県新潟市丸潟新田周辺 

２）調査方法 

近隣にある鳥屋野潟を塒とし、日中採餌の

ため訪れるハクチョウが調査の対象である。 

10 月 19 日から 12 月 7 日の期間毎週月曜日

の同時刻（正午）に、丸潟新田にて飛来ハク

チョウ数をカウントした。自動車で対象地を

巡回、その際採餌のため水田に飛来している

ハクチョウの数をカウントしていく。目視で

のカウントが困難な場合には双眼鏡を使用

した。 

３）解析方法 

①ラスタ解析 

距離の計算からラスタデータを作成する。

そして、調査結果を基に作成したハクチョウ

分布のシェープファイルを重ねることによ

って住宅からの距離とハクチョウ分布の関

係性を解析した。図 1 は住宅からの距離の出

力計算が行われたデータで、色が濃いほど対

象から離れていることを表す。 

②ハクチョウ分布の変動傾向 

図 1 を基に空間検索を利用して、住宅から

の距離によってハクチョウの分布がどのよ

うに変動しているのかを明らかにする。 

③Iδ解析 

 調査対象地全体から見た分布傾向はどの

ようになっているのかを検証するため、Iδ

解析（1959 森下）を行った。Iδ解析を行う

ことでハクチョウ分布様式を明らかにする。 

④休耕田と分布との関係 

 衛星画像（ALOS,2008 年 9 月 8 日撮影 ）を

用いて、水田・休耕田等に分類した結果とハ

クチョウの分布との関係を解析する。 

 

３． 結果と考察 

 ハクチョウの分布と住宅地との関係性に

ついて解析した。図 1 は観測期間すべてを図

示している。その結果、住宅地から最も離れ

た部分にハクチョウの分布が集中している

ことがわかる。また、図 1 の区域ごとの調査

日の変動を解析していったところ、図 2 のよ

うになった。この図からは、調査前半は住宅

地から最も離れたところにハクチョウ分布

が集中し、日が経つにつれて分布の集中が

徐々に住宅地の方へ移動している様子が読

み取れる。これらの結果から、水田に飛来す

るハクチョウの分布には住宅の位置が関係

していると考えられる。 

 Iδ解析では、表１のような結果が得られ

た。Iδは１＜Iδとなった場合集中分布を示

すので、この結果から 10 月 19 日・11 月 2 日

共にとても強い集中の度合いを示している



ことがわかる。さらにこの 2 つを比較してい

くと、10 月の結果がより強い集中となってい

る。このことからもハクチョウの分布は徐々

に拡散していっているといえる。 

また、分類画像を用いて休耕田との関係を

解析した結果や調査地での観察から、ハクチ

ョウは休耕田には飛来しないことがわかっ

た。 

調査対象地とする丸潟新田全域から見た

ハクチョウの分布域の偏り、徐々に変化して

いくハクチョウ分布の移り変わりから考え

ても住宅の位置がハクチョウの分布に関係

している可能性が高いといえる。また、小域

で見たハクチョウの集まる水田には環境的

な違いがあるのかという点についてだが、ま

ず現地での観察から少しでも水の残ってい

る水田にハクチョウが飛来している確率が

高いと判断された。さらに、解析の結果から

畑・休耕田にはほとんど飛来しないというこ

とがわかった。しかし、それ以外の部分で水

田そのものの環境的な違いを見つけること

はできなかった。今後、現存する水田を維持

管理していくことがハクチョウの飛来に非

常に重要であるとの結論を得た。

  

 

  

図１．住宅からの距離とハクチョウ分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 表１．Iδ指数 

 

図２．調査日別飛来数の推移                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                
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≪行事開催の記録≫東京シンポジウム 2009 

森林 GIS の有効活用－森林情報の公開について 

開催日：２０１０年２月１日（月）11 時～1７時 

場 所：東京大学 弥生講堂 

地下鉄南北線東大前駅 東京大学農学部１号館横 

          〒113-8657 東京都文京区弥生 1-1-1 東京大学農学部内 

 

宇都宮大学 松英恵吾 

 

 例年、当フォーラムの年度末を飾る行事として企画されている東京シンポジウムですが、今年度は

「森林 GIS の有効活用－森林情報の公開について」と題して２／１に開催致しました。本年は例年通

りの平日開催となり 72 名の方にご参加頂き、計３件のご講演、計３件の賛助会員企業様からの話題

提供、賛助会員企業様による企業展示を盛況のうちに開催させて頂きました。以下に当日の発表要旨

を掲載し、開催記録とさせて頂きます。 

 

（開催内容） 

■【賛助会員による森林 GIS のデモ】 11 時～16 時  

■ 【シンポジウム】 13 時 00 分～1６時 30 分 

●13:00 開会宣言 

●13:00 会長あいさつ 

●13:10 【講演】 

河野裕之（林野庁） 

「デジタル森林空間情報等の今後の活用方法について」 

●13:50 【講演】 

寺澤 暢（静岡県建設部森林局森林計画室） 

「静岡県における森林 GIS による森林情報公開について」 

●14:30 休憩 

●14:40 【講演】 

山根正伸（神奈川県） 

「GIS による森林情報の市民への発信、神奈川県森林再生の取り組みから」 

●15:20 休憩 

賛助会員企業による技術報告  

●15:30 鈴木 仁（パシフィックコンサルタンツ株式会社） 

「森林情報の価値向上に向けて―森林林業 VE のご案内―」 

●15:50 横山猶吉（東京スポットイマージュ株式会社） 

「東京スポットイマージュ社のソリューション」 

●16:10 菊池 譲（株式会社パスコ） 

「森林 GIS の新たな活用事例について-木質バイオマス利活用の支援-」 

●16:30 閉会 



デジタル森林空間情報等の今後の活用方法について

～森林 GIS フォーラム～

林野庁 河野 裕之

１ 森林 GIS に関連する資源情報

森林 GIS は、GIS 上で運用する数値データ（森林簿情報、座標データ等）、平面デー

タ(基本図情報等）、空間データ（空中写真、現地写真等）を相互に関連づけることで、

森林の現状把握、事業計画の立案、法令遵守状況の確認、森林被害への対応、収穫予想

の改善、生物多様性の把握・保全措置の検討などに活用可能。

とりわけ、空間データに関して、空中写真や衛星画像をはじめとしたリモートセンシ

ング技術は進展著しいことから、今回は、リモートセンシング技術の活用について具体

的事例を踏まえつつ解説。

２ リモートセンシングデータの特徴

リモートセンシングデータについては、以下に示すような特徴があり、把握対象に対

してその特徴に応じた適切なデータを選ぶことが大切。

ア ナ ロ グ 空 ・安定した品質、確立された技術 ・立体視判読により、現地調査に匹敵する精度

中写真 ・デジタルオルソ化による GIS への活用 ・過去の写真との比較による経年変化の把握

デ ジ タ ル 空 ・近赤外線データによる解析 ・撮影時に取得される標高データによる解析

中写真

衛星データ ・調査対象に応じた解像度の選択が重要 ・広範囲のデータが効率的に取得可能

・近赤外データによる解析が可能

３ アナログ撮影とデジタル撮影の工程比較

近年の技術開発により、デ

ジタル空中写真分野の進歩は顕

著であり、解像度、撮影頻度、

作業工程面でのアナログ撮影に

代替する要素が整いつつある。

なお、デジタル撮影の場合、

１コース当たりの撮影枚数は多

くなるが、電子データであるこ

とから、撮影コストの増はほと

んどない。

また、地上解像度 30cm を得

るための撮影高度は、アナログ

撮影とほぼ同じ。

対空標識設定

評定点測量

アナログ撮影

現像

写真処理

簡易水準測量

スキャニング

空中三角測量

オルソ画像

アナログ撮影

検証点設置

地上基準点設置

デジタル撮影

GPS/IMU解析

オルソ画像

デジタル撮影

・・・・・・・・・

 現像処理がない。

 デジタル画像の
接合処理が容易。

 デジタルの多ラッ
プ撮影により修正
編集工程が軽減

 １枚当たりのオ
ルソ処理が安価
等



４ 今後期待される航空測量技術の特徴

【近赤外線データの取得】

近赤外線写真は、植物中のクロロフィルに反応することから、通常のカラー写真や肉

眼では判別しがたい、落葉樹と常緑樹の識別（落葉樹と常緑樹より赤外線を反射）、樹

木の健全性の評価に応用が可能。（健全な樹木は、不健全な樹木よりも赤外線を反射）

【航空レーザ測量】

航空機に搭載したレーザスキャナから地上にレーザ光を照射し、地上から反射するレ

ーザ光との時間差により得られる地上までの距離と GPS 測量機、IMU(慣性計測装置）

から得られる航空機の位置情報より、地上の標高や地形の形状を精密に調べる測量方法。

林分内の層構造（下層木の生育状況）の把握が可能。

【スペクトル情報】

航空機等を利用して松林のスペクトル情報や GPS データ、デジタル画像等を取得す

ることにより、伐倒駆除等の対象となる被害木を確実かつ効率的に探査が可能。

５ リモートセンシング技術を活用した林野庁事業

【森林資源調査データによる動態変化解析事業】

○事業内容

森林資源モニタリング調査の１、２巡目データや衛星画像等を活用した森林の動態

変化の解析手法の開発やモントリオール・プロセスの基準・指標に基づくデータ解析

手法の開発。

○主な成果

森林簿情報とリモートセンシング情報を組み合わせることにより、要間伐林分の抽

出、森林計画対象外森林の抽出、材積推定等が技術的に可能との成果。また、同一箇

所で違う時期のデータを見比べることで、侵入竹林の分布状態等が把握可能。

【デジタル森林空間情報利用技術開発事業】

○事業内容

デジタル空中写真の撮影データを解析することにより、森林植生はもとより、伐採

や自然災害発生後の森林の再生状況、森林病虫害の発生状況や野生動物の生息状況等

の情報を含めた個々の森林の状況を現地に行くことなく、効率的かつ高精度に把握す

るための実用化技術を開発する。

○期待される成果

森林の生物多様性や森林生態系の健全性を効果的に把握・分析するため、森林植生

の多様性の評価（針葉樹、常緑広葉樹、落葉広葉樹、竹等）、樹木の本数密度（間伐

の必要性）、森林の蓄積や成長量などについて、容易に把握することが可能となり、

これら情報を基に、森林生態系の保全に向けた施策を展開。
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静岡県における静岡県における
森林ＧＩＳによる森林ＧＩＳによる

森林情報公開について森林情報公開について

静岡県静岡県 建設部建設部 森林局森林局 森林計画室森林計画室

寺寺 澤澤 暢暢

森林ＧＩＳ導入の目的森林ＧＩＳ導入の目的

●● 情報の一元化・共有化情報の一元化・共有化

●● 現状分析・施策決定の効率化・迅速化現状分析・施策決定の効率化・迅速化

●● 県民との情報共有県民との情報共有（（情報公開情報公開））●● 県民との情報共有県民との情報共有（（情報公開情報公開））

森林と県民の共生の推進森林と県民の共生の推進

森林ＧＩＳ導入の経緯森林ＧＩＳ導入の経緯

ＨＨ1717 メインシステム開発メインシステム開発
東側の地図データ・衛星画像整備東側の地図データ・衛星画像整備

ＨＨ1818 西側の地図データ・衛星画像整備西側の地図データ・衛星画像整備ＨＨ1818 西側の地図デ タ 衛星画像整備西側の地図デ タ 衛星画像整備

ＨＨ1919 サブシステム開発サブシステム開発
公開システム開発公開システム開発

静岡県の森林静岡県の森林

全域面積全域面積 ７７８，０１２７７８，０１２ haha

森林面積森林面積 ４９９，００７４９９，００７ haha

森林率森林率 ６４６４ ％％

静岡県の森林静岡県の森林

国有林国有林 ９０，１４４９０，１４４ haha

民有林民有林 ４０８，８６３４０８，８６３ haha

公有林公有林 ４８，５１０４８，５１０ haha

私有林私有林 ３６０，３５３３６０，３５３ haha
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静岡県の民有林静岡県の民有林

人工林人工林 ２４１，９４５２４１，９４５ haha

天然林天然林 １４７，１３１１４７，１３１ haha

その他その他 １９，７８７１９，７８７ haha

静岡県の民有林静岡県の民有林

針葉樹針葉樹 ２６３，１８０２６３，１８０ haha

広葉樹広葉樹 １２５，８９６１２５，８９６ haha

その他その他 １９，７８７１９，７８７ haha

静岡県の森林ＧＩＳ静岡県の森林ＧＩＳ

①① 森林情報システム森林情報システム（庁内（庁内LANLAN））

データ使用データ使用

②② 【【公開システム公開システム】】
森林情報共有システム森林情報共有システム（（WebWeb--GISGIS））
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静岡県森林情報システム静岡県森林情報システム

 基幹基幹（（メインメイン））システムシステム

ブブ

・森林簿・森林簿（（OracleOracle））
・森林計画図・森林計画図（（ArcGISArcGIS））

 ８つのサブシステム８つのサブシステム
①森の力再生事業①森の力再生事業 ②森林整備事業②森林整備事業
③森林施業計画③森林施業計画 ④林道④林道 ⑤保安林⑤保安林
⑥山地災害危険地区⑥山地災害危険地区 ⑦林地開発⑦林地開発
⑧治山事業⑧治山事業

静岡県森林情報共有システム静岡県森林情報共有システム

●● 県の森林情報を公開県の森林情報を公開

http://fgis.pref.shizuoka.jp/

●● 県民の持つ森林情報を発信県民の持つ森林情報を発信

県と県民が双方向に情報を共有県と県民が双方向に情報を共有

静岡県森林情報共有システム静岡県森林情報共有システム

●● 公開項目公開項目（（基本データ基本データ））

・森林簿・森林簿（（個人情報除く個人情報除く））
・森林基本図・森林基本図森林基本図森林基本図
・森林計画図・森林計画図（（林小班林小班））

→ → ５条森林・ゾーニング・人天別５条森林・ゾーニング・人天別

・地形図・地形図
・衛星画像・衛星画像

静岡県森林情報共有システム静岡県森林情報共有システム

●● 公開項目公開項目（（履歴データ履歴データ））

・森の力再生事業・森の力再生事業
・森林整備事業・森林整備事業
・森林施業計画・森林施業計画・森林施業計画・森林施業計画
・林道・林道
・保安林・保安林
・山地災害危険地区・山地災害危険地区
・林地開発・林地開発

トップ画面トップ画面 地図画面地図画面
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検索画面検索画面 トップ画面トップ画面

クチコミ森林情報クチコミ森林情報 発信者登録発信者登録 トップ画面トップ画面

クチコミ森林情報クチコミ森林情報 情報登録情報登録 トップ画面トップ画面



2010/2/8

5

クチコミ森林情報クチコミ森林情報 発信ランキング発信ランキング トップ画面トップ画面

クチコミ森林情報クチコミ森林情報 検索検索 クチコミ森林情報クチコミ森林情報 検索結果検索結果

トップ画面トップ画面 クチコミ森林情報クチコミ森林情報 詳細表示詳細表示
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トップ画面トップ画面 地図画面地図画面

クチコミ森林情報クチコミ森林情報 アイコンアイコン 地図画面地図画面

地図画面地図画面 地図画面地図画面



2010/2/8

7

地図画面地図画面 地図画面地図画面

縮尺に応じた地図表示縮尺に応じた地図表示 地図画面地図画面

地図画面地図画面 地図画面地図画面 → → 検索結果検索結果
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地図表示地図表示 林小班・森林区域林小班・森林区域 地図表示地図表示 ゾーニングゾーニング

地図表示地図表示 人工林・天然林人工林・天然林 地図表示地図表示 森の力・森林整備事業森の力・森林整備事業

地図表示地図表示 保安林・山地災害危険地区保安林・山地災害危険地区 地図表示地図表示 衛星画像衛星画像
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地図表示地図表示 林地開発林地開発 地図表示地図表示 林地開発・林道林地開発・林道

検索画面検索画面 森林簿森林簿 情報表示情報表示 森林簿森林簿

情報表示情報表示 森の力再生事業森の力再生事業 情報表示情報表示 森林整備事業森林整備事業

情報表示情報表示 森林施業計画森林施業計画

情報表示情報表示 林道林道
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情報表示情報表示 保安林保安林 情報表示情報表示 山地災害危険地区山地災害危険地区

情報表示情報表示 林地開発林地開発

利用状況利用状況

●● 公開開始からの総アクセス数公開開始からの総アクセス数

50,95550,955件件/19/19ヶ月（ヶ月（8888件件//日）日）

利 傾向利 傾向●● 利用の傾向利用の傾向

平日利用が多い平日利用が多い
・平日・平日 100100～～130130件件
・土日祝・土日祝 6060～～ 7070件件

クチコミ森林情報クチコミ森林情報

●● 公開開始からの発信数公開開始からの発信数

370370件（県民件（県民197197件、県件、県173173件）件）

●● 発信者登録数発信者登録数

6262（県民（県民4545人、県人、県1717機関）機関）

森林情報を公開して森林情報を公開して

●● 利用者からの情報提供がある利用者からの情報提供がある

●● 森林簿の利用申請が減少した森林簿の利用申請が減少した

●● 今のところ大きなトラブルなし今のところ大きなトラブルなし

問問 題題 点点

●● アクセスが伸びないアクセスが伸びない

●● 双方向の情報共有に至っていない双方向の情報共有に至っていない

●● 一般の利用者が少ない一般の利用者が少ない
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課課 題題

●● 柔らかく、楽しいサイトづくり柔らかく、楽しいサイトづくり

●● 展開速度、操作性の向上展開速度、操作性の向上

●● マイページ、コミュニティー機能マイページ、コミュニティー機能
などの追加などの追加

●● 県民参加のデータバンクづくり県民参加のデータバンクづくり

森林ＧＩＳの活用事例森林ＧＩＳの活用事例

～今後の森林計画に向けて～～今後の森林計画に向けて～
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今後に向けて今後に向けて

●● 森林情報の精度向上森林情報の精度向上

●● システム間の情報共有化システム間の情報共有化

●● システム操作のスキルアップシステム操作のスキルアップ

●● ＷｅｂＷｅｂ--ＧＩＳの機能改良ＧＩＳの機能改良
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森林ＧＩＳの新たな活用事例について

株式会社パ ス コ

平成21年11月13日

－木質バイオマス利活用の支援－

2Copyright © 2007 PASCO CORPORATION, All rights reserved.

木質バイオマスエネルギー
・潜在的に多大な賦存量を有している
・広い区域に浅く分布する
・分布する区域が森林であるため、場所によって地形の

条件や搬出するための条件（林道・作業道の有無など）
が異なる

木質バイオマスエネルギー
・潜在的に多大な賦存量を有している
・広い区域に浅く分布する
・分布する区域が森林であるため、場所によって地形の

条件や搬出するための条件（林道・作業道の有無など）
が異なる

現状は。。。
●技術面及び経済面において効率的な収集ができていない
●導入・普及が十分に進んでいない

現状は。。。
●技術面及び経済面において効率的な収集ができていない
●導入・普及が十分に進んでいない

木質バイオマスエネルギー利用の状況
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木質バイオマスの賦存量を的確に把握

経済効率性の高い収集・運搬方法を選択すること

木質バイオマスの賦存量を的確に把握

経済効率性の高い収集・運搬方法を選択すること

森林の状況を的確に把握、長期的な計画を踏まえる

森林の機能を損ねることなく、バイオマスエネルギーを
収集していくこと（循環利用を実現すること）

森林の状況を的確に把握、長期的な計画を踏まえる

森林の機能を損ねることなく、バイオマスエネルギーを
収集していくこと（循環利用を実現すること）

木質バイオマスエネルギー普及のための課題
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最上町における取り組み

○実証実験のねらい
・地域の特性に適合したバイオマスエネルギーのトータルシステムの実証実験。
・収集運搬からエネルギー転換、エネルギー利用に至る物流、経済的及び運転と
技術等のデータの収集を行い、バイオマスの地産地消・地域循環型社会の実現
を目指す。

NEDO（独立行政法人新エネルギー産業技術総合開発機構）が実施する

バイオマスエネルギー地域システム化実験事業として実験を実施

廃食油・食品廃棄物
の収集システム

木質バイオマス収集
システム

建築廃材収集
システム

カテゴリー1
収集システム

液体燃料製造装置
（発酵等）

気体燃料製造装置
（ガス化等）

熱利用熱製造設備
（直接燃焼等）

カテゴリー２
エネルギー転換

燃料利用

ガスエンジンコジェネ
システム（電気・熱）

施設内熱利用

カテゴリー３
エネルギー利用・最終利用
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最上町における取り組み

○実証実験の概要

伐採収集運搬システム

エネルギー転換システム

エネルギー利用システム

最終利用システム

GISによる支援
○エネルギーの持続性
○中長期的な計画と策定の支援
○作業計画の策定と支援

○低コスト施業の提案
○森林の保育と循環
○使用権と所有権の分離

○丸太材をエネルギーに
（木材チップの生産）

○木質ボイラで温水の生成

○暖房・冷房急騰利用

6Copyright © 2007 PASCO CORPORATION, All rights reserved.

最上町バイオマスGISの目的

最上町バイオマスGISの構築目的

林況に応じた最適な作業計画の策定支援

将来賦存量と需要量のバランスを把握することによる持続性評価

長期計画

中期計画

短期計画

最上町 エネルギー利用施設

林業事業体森林所有者

伐採実施

安定した供給を確保するための中・長期的な伐採計画の策定支援

情報基盤
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最上町バイオマスGISの概要

最上町バイオマスGISの運用体制

最上町

山形県

伐採事業体

バイオマスGISの

運用サイクル

エネルギー需要量の把握

長期的な伐採量の推定

団地化区域の選定
伐採量把握

作業システムの検討

エネルギー利用計画の策定

工事発注 伐採実施

間伐履歴蓄積

森林簿情報の更新

8Copyright © 2007 PASCO CORPORATION, All rights reserved.

最上町バイオマスGISの概要

伐採計画の基盤となるデータ

基幹データ - 森林計画図・森林簿 -

「樹種」「林齢」「地位」を森林簿情報から取得する。

情報の更新は山形県が森林GISにより更新し最上町に提供する。

「樹種」「林齢」「地位」に基づきシステム収穫表によるシミュレーションを行う。

連携

森林計画図
森林簿

森林計画図上の施業班を伐採の最小単位として利用する。

9Copyright © 2007 PASCO CORPORATION, All rights reserved.

最上町バイオマスGISの概要

伐採計画の基盤となるデータ

背景データ - 森林基本図・空中写真 -

現地の林況を地図上で把握するために使用する。

森林所有者への説明資料として利用する。

空中写真

森林基本図
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最上町バイオマスGISの概要

伐採計画の基盤となるデータ

シミュレーション時の条件データ – 標高・傾斜・林道作業道・施業履歴 -

伐採コストの算出根拠として傾斜・林道距離に応じた作業功程を計算する。

レーザプロファイラにより地上解像度1mで取得した標高グリッドデータ。

傾斜

過去の伐採状況を施業履歴から取得して伐採量の推定を行う。

林道作業道

施業履歴

標高
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最上町バイオマスGISの概要

伐採計画の基盤となるデータ

情報精度向上のためのデータ – 樹高・地籍図 -

森林簿上の「樹高」と比較し、情報の精度向上に用いる。

レーザプロファイラにより地上解像度1mで取得した樹高グリッドデータ。

樹高 地籍図

地籍図は森林簿上の境界線情報の精度向上に用いる。

12Copyright © 2007 PASCO CORPORATION, All rights reserved.

最上町バイオマスGISによる長期計画

最上町内のバイオマス賦存量の把握

間伐：35年生時及び45年生時、主伐：60年生時の条件で毎年の

伐採対象箇所の分布を把握
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最上町バイオマスGISによる長期計画

最上町内のバイオマス賦存量の把握

60年生で主伐を行った後は、適正な再造林（3,000本／ha）を実施するものとするその他条件

3,000本／ha初期立木本数

25％間伐率

間伐（上層＋下層）（列状間伐と同等）、主伐伐採方法

内容項目
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最上町バイオマスGISによる長期計画

チップ年間需要量の把握

原木材積

チップ材積

種別

12,200 10,280 4,080 

2,8172,374942

ボイラ年間消費量
（550＋700+360）（ｍ3）

ボイラ年間消費量
（550＋700）（ｍ3）

ボイラ年間消費量
（550kw）（ｍ3）
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年間チップ需要量との比較

必要量に対して主間伐材積が下回る期間がある。
主間伐林齢に適度な幅をもたせ中期的な伐採計画を立て補填する。
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最上町バイオマスGISによる中期計画

中期の見通しに基づく伐期設定

今後１０年に間伐実施林齢（35・45年生）を迎える人工林のうち

1,375.60合計面積（ha）
19.37平均面積（ha）

150.99最大面積（ha）
5.09最小面積（ha）

71箇所数

連続して5ha以上となる区域を団地候補地として抽出

・森林所有者の要望
・路網の整備状況
・地形 等
を考慮して間伐実施箇
所を選定
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最上町バイオマスGISによる短期計画
伐採シミュレーション

中期的な伐採計画に基づき設定した団地に対し伐採シミュレーションを実施し
具体的な伐採計画を策定

約3.6ha市の沢

約10.4haりんご沢

面積団地名

延べ30日作業日数

・普通作業員：¥12,300- ・伐倒作業員：¥22,300-
・特殊オペレータ：¥16,500-

労務単価

・伐木功程
立木材積が0.1ｍ３・・・・・・・22.36ｍ３／人日
立木材積が0.2ｍ３以上・・・・・44.28ｍ３／人日

・集材功程（スイングヤーダ）・・・16.48ｍ３／人日
・造材功程（ハーベスタ）・・・・・69.20ｍ３／人日

標準功程

林道からの距離が
５ｍまで・・・・ハーベスタによる直接集材
60ｍまで・・・・スイングヤーダによる機械集材
61ｍ以上・・・・切り捨て間伐

集材方法

60年主伐林齢

3,000本／ha初期立木本数

25％間伐率

間伐（上層＋下層）（列状間伐と同等）伐採方法

内容項目

平成19年度 間伐実施団地 シミュレーション設定条件
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Ａ団地推定結果

最上町バイオマスGISによる短期計画
シミュレーション結果

－－85切り捨て

1,414

505

662
163

賦存量(m^3)

合計

機械集材

人力集材

直接集材

区分

バイオマス賦存量 労務費

2,821,327合計

455,776造材

1,653,272集材

712,279伐木

労務費（円）工程

林道からの距離に基づき集材方法別の賦
存量を算出

作業種毎に標準功程のパラメータを与え、
賦存量に基づいて労務費を算出
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最上町バイオマスGISによる短期計画

森林所有者への説明資料

団地設定範囲に対し計画作業道を表示した状態の鳥瞰図を作成

間伐実施に関る収支の計算結果に加えて
鳥瞰図による視覚的な説明を実施する。
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http://www.pasco.co.jp/
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考察と課題

１．切り捨て間伐範囲の違い
GIS上の伐採範囲と現地作業範囲の乖離

シミュレーションの問題点・課題

３．立木分布が考慮されていない
シミュレーションでは均一な密度で立木が分布していることを前提としている。

実際は地形の状況などによって分布に隔たりがある。

２．材積算出法の違い
システム収穫表で見込む材積とはい積みされた材の体積との比較により

材積差が生じる。
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今後の展開

間伐林齢の設定に一定の幅を持たせた（例えば30～35年生など）

シミュレーションを実現する必要がある。

今回開発したシステムでは、伐採団地での詳細なシミュレーションに主眼を
おいており中～長期的なエネルギー利用計画の検討への対応は不十分である。

システムを中心とした業務の流れと従来業務の流れを比較し
より効率的な業務の流れを選択する必要である。

現在のシミュレーションの結果は30・45年生時に間伐し60年生時に主伐を機

械的に実施した結果である。
本来は間伐実施は林齢に適度な幅を持たせ適切な団地設定の上で決定する
ことが理想的である。

将来収穫予測によりバイオマス賦存量の推移は把握し長期的なエネル
ギー利用と伐採の計画を検討する。
５～10年単位のバイオマス賦存量の推移を踏まえた団地の検討を実施
することが必要である。

本年度実施したシミュレーションは森林所有者の要望に基づいて設定した団地で実
施したものでシステム上で適地を選定し実施したものではない。
本来はシミュレーションで適地を複数抽出し選定することが望ましい。
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賛助会員について 

森林 GIS フォーラム 事務局

 

  森林ＧＩＳフォーラムをサポートしていただいている賛助会員は以下の７団体です。 

 

 【賛助会員一覧（敬称略）】 

・株式会社パスコ   http://www.pasco.co.jp/ 
・国土地図株式会社   http://www.kokudochizu.co.jp/ 
・パシフィックコンサルタンツ株式会社 http://www.pacific.co.jp/ 
・日本電気株式会社 

・東京スポットイマージュ株式会社 http://www.spotimage.co.jp/ 
・社団法人日本森林技術協会  http://www.jafta.or.jp/index-j.html 
・北海道地図株式会社   http://www.hcc.co.jp/ 

 

 

＜編集後記＞ 

 森林GISフォーラム（前）事務局長の松英です。事務局は新年度になり新潟大学村上先生に引き継

ぐことになっておりますが、今号は年度またぎでの発行となりましたので旧事務局により発行させて

いただきました。今回は、松村前会長の退任挨拶、昨年12月に開催された学生フォーラムin東大、２

月に開催された東京シンポジウムについての開催報告を掲載させて頂きました。学生フォーラム、東

京シンポジウムの開催にあたり、東京大学・露木先生、広嶋先生には大変お世話になりました。この

場を借りて御礼申し上げます。 

 私自身は2007年に宇都宮大学で開催した学生フォーラムではじめて当フォーラムの活動に関わり、

その直後に事務局長を担当することになったこともあり、不慣れな運営で会員の皆様にはご迷惑をお

かけしたこともあったかと思います。とりあえず2年の任期を終えましたが、今度は会計担当として

引き続き事務局に残留することになりました。任期中15周年記念事業などやり残したこともあります

が、立場を変えて森林GISフォーラムの発展、しいては日本の森林GISの普及・発展に微力ながら貢献

して参りたいと思います。今後とも森林GISフォーラムの活動にご協力・ご支援よろしくお願いいた

します。 
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